
第
十
巻
　
　
賜
究
の
栞
　
　
撚
本
古
建
築
研
究
の
栗

第
鰯
簿
酬
　
　
　
一
二
〇
　
（
山
ハ
一
〇
）

厨
究
の
柔

§

鶴
本
古
建
築
研
究
の
栞

（
第
十
六
回
）

工
學
博
士
　
天
　
沼

俊

一

第
二
十
五
　
花

瓦
　
（
上
）

　
疏
駕
の
例
に
微
ひ
、
あ
の
順
序
に
書
物
か
ら
引
張
り
出

し
て
か
い
て
お
く

　
『
三
才
圖
愈
』

　
花
琵
鄭
纏
欄
飾
今
生
唐
草

　
唐
草
琵
　
　
郎
花
期
也
牝
事
端
作
水
草
丈
故
名
唐
草
略

似
鐙
形
中
古
以
來
甚
扁
不
似
鐙
下
見
古
領
導
而
不
言
立

　
『
言
海
』

か
ら
く
さ
ー
ガ
ハ
ラ
（
名
）
　
牝
琵
ノ
三
二
唐
草
の
鞭
幌
酷
棲

ア
ル
モ
ノ
、
簿
屑
頭
二
三
ヰ
川
。
晶
花
屍
古
…
製
ノ
形
ハ
鐙

二
黒
タ
ソ
、
岡
ワ
グ
鐙
琵
ノ
名
モ
ア
ソ

『
工
業
字
解
』

花
屍
猪
臨
鷹
吐
撃
鐙
罵
　
　
「
和
名
抄
」
一
i
ハ
鐙
琵
也
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ヰ
カ
ラ
ク
サ

ぶ
み
か
は
ら
ト
訓
ス
古
言
ナ
ジ
今
俗
二
業
フ
軒
癬
草
琵

　
メ
カ
バ
ヲ

ナ
リ
飯
ノ
一
端
を
折
ジ
曲
ヶ
底
二
唐
草
ノ
飾
ヲ
盛
ソ
上

ケ
タ
ル
モ
ノ

『
日
本
建
築
字
彙
』



　
…
…
唐
草
模
様
ア
ル
軒
先
琵
ナ
フ
Q
又
之
ヲ
花
屍
若
ハ

　
鐙
瓦
ト
モ
イ
フ
。
今
ハ
無
地
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
モ
便
宜
上
唐

　
草
琵
ト
辮
…
ス
。
樽
一
業
曹
町
ノ
軒
先
ニ
ア
ル
モ
ノ
ヲ
撫
悩
唐
草

　
ト
イ
フ
。
其
他
李
唐
草
、
隅
唐
草
、
櫓
李
唐
草
、
重
箱

　
唐
草
ナ
ド
ア
ソ

ご
あ
っ
て
、
四
つ
ご
も
同
説
で
あ
る
か
ら
始
末
が
い
、
。

た
や
念
の
た
め
断
っ
て
お
く
が
、
『
工
業
字
解
』
の
説
明
中

「
飯
の
一
端
を
折
り
曲
げ
云
云
」
ご
あ
る
の
は
、
言
ふ
迄

も
な
く
形
容
で
、
折
り
曲
げ
た
様
に
見
え
て
み
る
部
分
．
即

ち
琵
當
を
豫
め
造
っ
て
お
き
、
あ
ご
か
ら
女
手
の
一
端
を

其
裏
の
適
當
な
ご
こ
ろ
に
激
て
が
ひ
、
土
を
も
つ
て
其
の

二
つ
を
つ
け
て
一
つ
こ
し
て
嶢
い
π
も
の
で
あ
る
。
折
り

曲
げ
る
こ
ε
は
事
實
出
磁
心
の
で
あ
る
。

　
こ
、
に
『
花
瓦
』
こ
い
ふ
は
、
右
に
諸
書
か
ら
引
い
た
標

に
普
蓮
の
所
謂
唐
草
琵
を
指
す
の
で
あ
る
。
前
々
號
に
於

い
て
私
は
巴
琵
ご
撫
す
る
も
の
、
う
ち
に
も
巴
紋
の
つ
い

て
ゐ
ぬ
の
が
あ
る
し
、
鬼
瓦
ε
異
り
此
の
場
合
に
は
疏
琵

　
　
　
第
十
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
臼
本
古
建
築
研
究
の
栞

ご
い
ふ
名
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
援
軍
の
方
が
巴
絞
の
つ
い

て
ゐ
諏
の
に
も
適
す
る
か
ら
さ
う
し
て
お
く
と
書
た
が
、

今
も
同
じ
理
由
の
下
に
花
異
な
る
名
穂
を
用
う
る
事
に
し

た
。
そ
し
て
「
ア
ブ
ミ
カ
ハ
ラ
」
ご
謹
む
こ
ご
に
し
だ
。

　
尤
も
疏
充
の
こ
ε
を
「
あ
ぶ
み
琵
」
ε
い
っ
た
の
も
あ
る

や
う
で
あ
る
、
｝
例
は
法
隆
寺
南
大
門
疏
琵
の
一
に

　
（
南
大
門
の
纂
）
（
二
度
）

　
南
門
の
瓦
ワ
ニ
ト
ニ
ッ
ク
川
ナ
ソ

　
　
　
　
　
（
後
）
　
　
（
追
　
　
遊
）

　
コ
ノ
屍
ヲ
ノ
チ
ノ
ヲ
イ
ツ
ク
ソ
ノ
ト
キ

　
　
　
　
　
　
　
（
初
）
　
　
　
（
永
　
享
）

　
ツ
ク
ル
ナ
ソ
ハ
シ
メ
フ
エ
イ
轟
ヤ
ウ
八
ネ
ン

薯
ξ
（
㌣
確
蕪
責

　
ッ
ク
ル
ナ
ソ
ヲ
イ
ツ
ク
ソ
ノ
フ
ン

．
四
千
入
百
枚
ッ
ク
ル
ナ
タ

　
ゆ
　
ゆ
　
の

　
あ
ふ
み
琵
九
十
枚
の
内

永
享
＋
戦
年
七
月
六
日

　
　
充
大
工
主
命
三
郎

ご
あ
る
か
ら
で
あ
る
、
併
し
此
れ
は
こ
の
琵
を
つ
く
っ
た

竹
島
三
郎
ご
い
ふ
琵
師
が
、
下
色
を
琵
嘗
を
下
に
し
て
立

　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
一
ご
一
　
（
六
こ
）

O



　
　
　
第
｝
・
†
巷
　
　
　
研
究
の
栞
　
　
　
疑
本
古
油
建
築
研
究
の
栞

て
る
ご
｝
寸
鐙
の
標
な
氣
が
す
る
の
で
さ
う
言
っ
た
の
か

も
知
れ
な
い
ご
思
ふ
。
だ
か
ら
一
般
に
品
名
で
蓮
用
し
た

か
ざ
う
か
鋼
ら
諏
。

　
　
　
＊
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
＊

　
左
に
前
例
に
倣
ひ
、
先
づ
以
て
花
琵
に
現
は
れ
た
る
交

檬
ご
時
代
ε
の
關
係
を
記
す
か
ら
、
第
九
十
入
圖
を
滲
照

さ
れ
熱
い
が
、
夢
前
に
少
し
く
書
い
て
お
く
事
が
あ
る
Q

即
ち
此
の
圖
以
下
第
百
〇
六
畜
迄
の
は
、
全
部
實
物
か
ら

の
寓
生
で
は
な
い
上
に
、
何
れ
も
が
圖
の
機
に
完
全
鼻
聾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
『
閃
門
鞭
鯉
　
　
　
一
障
壁
　
　
（
六
一
二
）

で
は
な
く
て
、
映
は
て
亡
く
な
っ
た
部
分
も
あ
れ
ば
文
提

の
磨
滅
し
て
弱
ら
な
く
な
っ
た
の
も
あ
る
。
夫
れ
を
其
蓮

り
か
く
の
が
い
㌧
の
で
あ
る
が
、
護
者
諸
君
子
が
何
れ
も

專
門
家
で
な
い
以
上
、
反
て
判
り
に
く
、
は
あ
る
ま
い
か

ε
思
っ
た
の
で
、
私
の
一
存
で
便
宜
復
原
を
し
て
し
ま
っ

た
、
だ
か
ら
槻
ら
る
、
蓮
り
何
れ
も
新
ら
し
い
焼
き
た
て

の
琵
の
楼
で
あ
る
の
で
あ
る
。
其
復
原
圏
も
所
謂
「
推
測

復
原
」
（
8
蕊
の
9
霞
巴
園
。
ω
8
騰
讐
9
）
一
で
あ
る
か
ら
、
其
事
を

断
っ
て
お
く
。
　
　
　
　
　
　
・

文
　
襟
　
の
　
種
　
類

時
　
　
代

備
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
考

一

忍
冬
（
？
）
唐
草

飛
鳥
・
奈
良

二

ユ
キ
ノ
シ
タ
（
虎
耳
鏡
）
唐
篁
・

飛
　
　
　
鳥

三

重
弧
紋

飛
鳥
以
降
扇
⑦
璽
矯
淋
三
都
）
．
萎
時
代
に
奇
て
博
草
定
共
に
復
合
馨

四

葡
萄
（
又
は
薙
）
唐
草

奈
良
前
轍
鷲
雛
舗
舷
三
吉
㌦
く
、
籍
か
銭
卜
ら
ぬ
馨
の
も
あ
ろ

五
識
布
絞

同

上

布
為
蛙
ん
だ
も
の
か
ら
來
れ
ミ
思
に
ろ
」
も
の
で
、
い
ふ
蓬
も
な
く
外
國
種

で
あ
る
が
、
我
國
で
に
法
隆
寺
金
堂
天
蓋
及
び
同
等
塔
婆
内
含
利
塔
天
蓋
側

癒
の
丈
様
に
密
接
な
關
係
が
あ
る
ミ
認
め
ら
る
》
も
の
。
最
も
稀
な
種
類
、

第
九
十
八
醐
＠
及
第
百
○
玉
圖
⑧
謬
照
。



山A七入九一
〇

二＝
一

＝
二一

四
一
五

一
六

一
七

謝
葉
絞
散

雲
　
紋

寳
相
花
唐
章

舌
下
魚
鱗

奈
良
後
期

第
九
十
八
翻
＠
の
如
く
、
長
い
葉
柄
の
あ
る
澗
葉
が
中
肋
に
浩
ひ
て
二
つ
に

折
れ
要
砺
た
現
に
し
、
葉
柄
の
宋
端
に
巻
縮
し
て
渦
ε
な
り
、
全
開
前
方
に

轡
曲
し
て
「
種
の
曲
線
為
な
し
て
二
つ
絹
封
ぜ
る
交
様
。
こ
れ
為
少
し
づ
」

隔
て
ト
瓦
當
に
並
べ
た
も
の
。
奈
良
後
期
に
隈
ろ
様
で
あ
る
。

奈
良
本
望

奈
良
以
降

一
両

草
花

安

察
良
以
前
及
び
畢
安
以
降
に
に
な
い
檬
で
あ
ろ
。

一
犠
揚
朔
聴
三
三
鍮
貸
証
滞
癬
肇
難
醗
美
あ
。

圃
案
化
ぜ
ろ
寳
絹
花
－
花
菱
－
為
散
し
腕
理
智
し
糞
も
の
O
第
九
十
入
圃
㊧
〉

蓮
花
齢
草

一
　
　
室
三
篠
暁
璽
騒
襲
三
三
髄
匪
急
呈
黒
氏
嘉
に

華
安
以
降
扉
総
綾
膠
囁
三
三
融
点
霧
雁
左
程
で
な
．
。
誇

瀧
花
絞

軍

安
天
塞
讐
六
籍
の
側
票
つ
莫
あ
。
碧
。

金
剛
杵
．

不

璽
緯
代
の
も
粟
菱
暑
れ
撃
う
で
あ
・
。
種

創
頭
絞
・
剣
巴
紋
・
立
動

梵
　
字

漢
字

復
合
絞

李
安
以
降

李
安
・
鎌
倉

李
安
以
降

李
安
以
降

室
剛
位
ま
で
ダ
あ
ろ
α
遮
績
叉
に
少
し
く
一
陽
准
お
い
象
剣
頭
紋
、
外
接
ぜ
る

巴
紋
、
又
に
巴
紋
が
二
つ
又
に
三
つ
づ
」
吹
き
寄
ゼ
に
齪
置
さ
れ
．
六
も
の
、

或
に
中
山
紋
等
、
莫
紋
の
大
き
い
の
や
小
さ
い
の
や
、
肉
太
な
の
や
、
細
い
の

や
、
上
た
向
い
乳
の
や
下
為
向
い
れ
の
や
、
ま
六
紋
様
が
三
音
禺
し
て
み
る

の
や
、
陰
刻
し
て
あ
ろ
の
や
其
種
瀬
極
め
て
多
く
、
即
ち
多
種
多
様
で
あ
る
。

五
大
の
種
子
（
キ
ヤ
・
カ
・
ラ
・
バ
・
ア
）
又
に
四
天
総
目
（
ナ
ン
・
ア
・
ウ
ン
・
ラ
。

ケ
ン
。
ソ
ン
・
カ
）
等
た
陽
躍
し
表
も
の
。

入
名
・
寺
名
・
建
立
の
年
月
日
等
た
瓦
當
に
現
す
。
最
古
の
一
例
に
大
和
國
青

木
慶
爆
薬
土
の
で
も
の
で
、
左
文
虐
＋
で
「
延
山
督
六
年
轟
旭
瀦
雛
載
一
再
凹
階
曲
戊
生
］
ぐ
」
あ
る

も
の
で
あ
ろ
。

最
古
の
ゼ
の
削
一
月
一
帯
木
騰
寺
融
土
刎
ぢ
て
憶
」
コ
重
刎
一
廓
－
圃
、

弧
紋
ミ
も
い
ふ
べ
き
i
為
芝
つ
、
敦
内
に
唐
草
な
入
れ
て
あ
る
、
だ
か
ら
こ

れ
に
重
弧
紋
ざ
｛
庸
曲
皐
書
の
復
合
紋
ピ
い
へ
る
O
”
此
意
味
に
於
い
て
に
、
看
に

記
し
六
延
喜
六
年
の
も
、
三
鐙
輪
灘
内
に
丈
字
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
こ
の
中

へ
入
れ
■
て
も
い
～
か
も
知
れ
ぬ
が
、
こ
れ
に
比
べ
る
輪
廓
が
大
分
に
細
い
か

ら
、
珊
に
し
乳
方
が
よ
さ
さ
う
で
あ
ろ
Q
動
物
定
植
物
一
凧
鳳
定
蓮
花
i

i
ぜ
の
復
合
紋
に
は
鎌
倉
晴
代
の
で
額
安
寺
爵
土
の
に
珍
ら
し
い
例
が
あ

る
。

第
”
十
谷
　
　
研
究
の
栞
　
　
琵
本
古
建
築
研
究
の
栞

第
四
號

一
二
一
二
　
（
曲
淵
一
一
二
）

解



ノ

第
山
下
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
“
本
霧
建
築
研
究
の
票

一
八

菊
水
紋

鎌
倉
以
降

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
騨
號
　
　
鴎
二
四
　
（
六
一
四
）

後
に
驚
す
搬
に
、
遮
花
唐
草
の
中
心
飾
六
る
蓮
が
菊
花
に
な
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
左
看
に
斑

穴
唐
草
が
、
千
甥
れ
千
切
れ
に
な
っ
て
波
紋
に
憂
化
し
六
の
で
、
即
ち
純
終

の
菊
水
紋
が
欝
架
六
の
で
あ
ろ
。
こ
れ
が
も
う
「
緯
化
し
象
の
に
、
菊
花
散

し
の
賜
に
波
敵
の
あ
ろ
も
の
、
換
書
す
れ
ば
波
の
間
に
菊
紳
化
の
浮
べ
る
意
匠

の
が
あ
ろ
。

天
藁
花
絃

二
旦
幾
何
模
様

｝
鎌
倉
以
降

一
鎌
倉
以
降

一
二

浪

室
町
以
降

掛
花
の
左
右
に
蕾
ミ
葉
定
な
添
へ
て
用
び
歪
も
の
で
、
余
り
澤
山
に
な
い
様

一で
あ
る
。
塞
町
の
例
に
未
だ
知
ら
凛
が
、
桃
山
に
ま
六
三
て
く
る
。

，
糠
紋
の
並
列
、
又
に
方
形
た
…
謝
角
礫
の
囎
幽
向
一
U
目
四
、
争
目
口
に
．
つ
な
い
だ
搬
、
、

一な
も
の
等
）

二
二
桐

一
入
に
記
し
た
窮
晶
小
紋
の
菊
が
溜
滅
し
て
永
｝
ば
か
り
に
な
っ
た
書
こ
ろ
へ
、

風
が
吹
い
て
來
た
の
で
水
藤
に
大
浪
が
六
ち
、
立
涯
な
波
浪
紋
が
繊
來
上
つ

讐
け
粥
驚
然
難
の
の
醗
燃
灘
鍔
謙
蟹
選
一
回

護
麗
矩
匡
絡
盤
的
に
な
つ
六
も
の
で
あ
ら
う
。

群
山
以
降
廟
の
の
醗
磁
轡
漿
誕
㌶
べ
ろ
。
醤
に
三
つ
並
べ
釜
ハ
膓
へ
唐

茜匿

鳳i橘

麗
出
以
降
一
越
化
し
論
寒
つ
け
参
暴
漁
謹
薪
め
で
に
あ
角
い
ガ
。

二
五

二
六

蝶

一
桃
山
・
江
戸
㎝
疏
瓦
の
マ
・
同
じ
糠
に
飛
翔
ぜ
ろ
簸
態
が
つ
け
て
あ
る
。

紋
章

㎜
桃
山
以
墜
嚢
の
馨
馨
で
疑
い
や
阜
・
あ
・
。

一
其
他

先
づ
こ
の
位
な
も
の
で
あ
ら
う
。
幸
に
し
て
人
葱
の
様
な

要
領
を
得
な
い
の
も
な
い
し
、
先
づ
は
無
難
で
あ
る
。
次

に
ま
だ
疏
琵
の
時
ご
同
じ
樺
…
に
三
線
及
び
破
線
を
以
て
一

目
瞭
然
の
表
を
作
っ
て
み
る
Q

　
此
の
築
三
で
少
し
く
怪
し
い
の
は
最
後
の
欄
の
「
其
他
」

一
膿
も
の
、
例
へ
ば
三
光
寺
出
土
の
馨
の
突
れ
て
お
、

で
あ
る
。
此
の
欄
は
疏
瓦
の
時
に
は
省
い
て
お
い
た
が
、

ご
う
も
入
れ
た
方
が
よ
さ
さ
う
で
あ
っ
だ
か
ら
、
今
度
は

つ
け
た
の
で
あ
る
。
併
し
確
か
に
各
時
代
に
少
な
く
ご
も

一
つ
づ
、
は
「
其
他
」
に
入
れ
べ
き
種
類
の
丈
様
が
あ
る
か

ご
う
か
は
知
ら
な
い
の
で
、
多
分
あ
る
だ
ら
う
ご
勝
手
に





　
　
　
第
十
巷
　
‘
研
鋸
の
栞
　
　
日
本
宵
建
築
研
究
の
栞

き
め
旋
の
で
あ
る
、
だ
か
ら
怪
し
い
の
で
あ
る
が
不
取
敢

飛
鳥
を
除
い
た
全
部
へ
継
線
を
引
い
て
お
い
た
の
で
あ

る
。

　
　
　
　
病
r
　
6
　
缶

　
　
　
　
罫
　
　
　
」
　
　
な
F

　
轟
然
の
蓮
花
紋
に
就
い
て
記
し
た
際
に
は
、
分
類
が
出

來
た
か
ら
や
っ
て
み
た
が
、
ご
う
も
今
度
は
さ
う
い
き
か

ね
る
か
ら
や
め
て
中
心
飾
に
就
い
て
書
い
て
み
る
。
花
油

は
疏
琵
ε
異
り
「
中
心
飾
」
こ
も
呼
ぶ
べ
き
一
種
の
装
飾
が

漏
の
中
心
に
つ
い
て
み
る
場
合
が
多
い
。
其
装
飾
は
當
初

所
謂
怨
霊
模
様
の
中
心
に
あ
る
も
の
i
第
九
十
九
圖
⑬

㊨
・
＠
。
第
九
十
入
圖
⑯
・
第
百
○
一
圃
◎
に
は
其
全
形
が

あ
る
一
か
ら
、
段
々
に
少
し
づ
、
攣
化
し
て
い
っ
た
こ

考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
煮
れ
は
第
九
十
九
及
第
百
の
二

言
を
み
れ
ば
叢
濃
に
湿
る
で
あ
ら
う
。

　
併
し
勿
論
所
有
中
心
飾
の
乱
書
は
第
九
十
九
圖
◎
や
⑤

で
は
な
い
、
翌
冬
は
忽
冬
ご
し
て
も
別
種
の
か
ら
來
た
と

思
は
れ
る
の
も
あ
る
、
例
へ
ば
同
圏
⑳
の
如
き
は
玉
鐙
厨

　
　
　
　
　
　
　
第
幽
門
號
　
　
　
一
ご
山
繭
　
（
六
一
六
）

子
宮
殿
蓮
肘
木
の
装
飾
交
襟
に
登
し
た
こ
考
へ
ら
れ
諏
事

は
な
い
で
あ
ら
う
。
す
つ
ご
笛
輩
な
の
で
は
第
百
圖
㊧
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

た
既
の
系
統
で
あ
る
。
同
圖
⑤
も
亦
然
り
で
、
㊨
が
申
央

で
二
つ
に
切
れ
、
又
は
前
圖
㊥
が
、
何
れ
も
其
先
が
二
つ

に
割
れ
て
爾
方
へ
ひ
っ
く
り
返
っ
た
ご
す
れ
ば
此
れ
に
な

る
。
だ
か
ら
㊧
・
⑭
・
⑤
は
同
じ
系
統
ご
言
へ
る
。
第
九
十

八
圖
⑱
の
如
き
灘
葉
散
し
模
様
の
各
々
は
．
こ
れ
も
ま
た

㊧
に
少
し
細
工
を
す
る
ご
極
め
て
容
易
に
墨
壷
上
る
の
で

あ
る
。

　
第
九
十
九
圖
に
於
い
て
、
・
實
際
は
さ
う
で
あ
っ
た
か
ざ

う
か
今
臼
か
ら
は
鋼
ら
鎗
が
、
か
う
い
ろ
い
ろ
並
べ
て
圖

を
か
い
て
み
る
ご
、
次
の
様
な
考
へ
が
出
て
く
る
。
郎
ち

◎
が
｝
番
古
く
、
点
れ
を
少
し
か
へ
て
賑
か
に
す
る
ご
㊨

に
な
る
、
だ
か
ら
前
者
の
次
に
後
者
が
爵
來
た
の
で
あ
ら

う
、
其
⑤
を
ま
た
少
し
筆
先
で
い
た
づ
ら
を
し
て
み
る
ざ

＠
に
な
っ
て
了
ふ
。
此
れ
は
容
易
に
⑩
に
な
る
。
⑬
は
こ

れ
か
ら
來
た
と
も
一
つ
お
い
た
⑳
）
か
ら
來
た
こ
も
考
へ
ら



れ
る
。
㊦
以
下
次
圖
に
至
る
ま
で
、
㊥
・
⑰
・
⑤
及
び
の
）
・
働

④
等
を
除
い
て
は
何
れ
も
此
れ
等
に
隷
煩
し
て
み
る
の
で

あ
る
。
右
に
記
し
た
勤
葉
紋
等
も
＠
か
ら
煮
た
ご
も
考
へ

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
廣
い
意
味
に
於
い
て
は
、
右

へ
よ
り
今
に
至
る
ま
で
、
．
多
く
の
中
心
飾
は
飛
烏
の
所
謂

「
慰
多
」
系
統
で
あ
る
ご
言
ひ
得
な
い
事
も
あ
る
ま
い
。

　
誉
れ
で
此
れ
等
の
中
で
も
特
に
＠
・
㊥
・
④
・
㊧
・
⑳
等
は

第
百
圖
の
二
な
る
法
隆
寺
藏
佛
像
背
光
破
片
の
透
彫
の
内

上
部
に
あ
り
て
は
光
心
の
周
圃
、
下
部
に
あ
り
て
は
中
心

無
紋
の
圓
板
の
左
右
に
二
つ
づ
、
繰
り
返
し
て
み
る
欝
葉

紋
、
ま
た
装
飾
書
で
は
唐
招
提
寺
金
堂
大
虹
梁
に
あ
る
寳

相
老
唐
草
の
内
、
又
は
榮
由
寺
八
角
圓
堂
天
蓋
六
塔
花
の

各
花
辮
等
に
於
け
る
外
力
は
、
何
れ
も
こ
の
種
の
も
の
で

あ
る
。
此
れ
等
は
ほ
ん
の
一
例
に
過
ぎ
澱
の
で
あ
る
が
、

一
は
斑
の
文
様
の
一
部
で
あ
る
た
め
、
さ
う
精
密
に
は
い

か
な
い
の
こ
、
他
は
木
彫
叉
は
絵
叢
で
あ
る
た
め
、
比
較

に
な
ら
ぬ
程
精
巧
の
度
を
思
し
て
み
る
丈
け
の
差
で
、
全

　
　
　
第
・
十
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
雷
建
築
研
究
の
栞

然
同
一
の
意
匠
で
あ
る
◎
殺
れ
に
由
う
て
留
れ
を
槻
て
も

一
時
代
に
用
ひ
ら
れ
た
る
文
様
の
性
質
は
同
一
で
あ
る
事

が
剣
る
で
あ
ら
う
。
他
は
類
推
す
べ
き
で
あ
る
。

　
第
百
圖
の
◎
・
⑬
・
④
の
楼
な
蓮
華
紋
を
中
心
飾
と
し
た

の
は
、
所
講
忍
野
ご
は
別
に
取
扱
ふ
べ
き
で
あ
る
。
瀧
華

を
中
心
に
つ
け
た
の
は
、
遣
物
か
ら
は
李
安
後
期
に
始
る

ら
し
い
、
寳
相
華
唐
草
は
奈
良
時
代
か
ら
あ
っ
た
の
だ
か

ら
．
そ
し
て
古
い
時
代
に
は
蓮
も
三
相
花
も
同
じ
で
、
一

つ
幹
か
ら
添
方
が
出
て
み
た
）
し
た
絡
が
あ
る
位
だ
か
ら

そ
ん
な
と
こ
ろ
が
ら
瀧
唐
草
を
考
へ
出
し
た
の
か
も
知
れ

漁
。
後
に
記
す
が
露
華
が
次
第
に
墾
化
し
て
、
し
ま
ひ
に

は
蓮
か
ら
愛
つ
た
の
か
ご
う
か
剣
ら
な
い
標
な
も
の
に
迄

な
っ
て
了
つ
た
の
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
琵
の
中
心
に
つ

い
て
み
る
楓
葉
は
正
に
二
黒
の
鍵
化
ご
み
る
の
が
よ
か
ら

う
ご
思
ふ
。

　
以
上
中
心
飾
に
つ
い
て
記
述
し
だ
が
、
花
便
の
中
心
に

は
一
種
の
飾
が
つ
い
て
み
る
場
合
が
多
い
の
で
一
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
輔
ご
・
七
　
（
六
一
・
七
）
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第
十
巻
　
　
獅
究
の
栞
　
　
霞
本
賓
建
築
研
究
の
栞

事
は
初
め
に
断
つ
た
が
一
時
ε
し
て
は
青
草
が
一
端
か

ら
他
端
に
及
び
、
又
は
同
じ
楼
な
交
響
を
繰
り
落
し
て
み

る
た
め
に
、
ご
こ
が
中
3
5
か
不
明
な
の
も
可
な
り
澤
山
に

あ
る
。
こ
ん
な
の
は
飛
鳥
か
ら
現
代
迄
廣
が
つ
て
み
る
の

で
、
重
弧
絞
∵
四
達
絞
∵
鋸
歯
紋
の
・
如
き
は
其
の
二
三
の
例

で
あ
る
。
唐
草
に
は
其
例
が
多
い
。

　
中
心
鱗
の
扁
つ
の
面
白
い
例
は
異
に
一
寸
記
し
た
蓮
花

唐
草
で
、
聖
業
後
期
に
呈
し
．
鎌
倉
時
代
に
入
り
て
も
初

め
の
内
は
爾
ほ
其
縄
承
で
あ
っ
た
が
、
後
に
中
央
の
蓮
は

鍵
じ
て
菊
と
な
り
．
左
右
の
麿
草
は
浪
に
墾
じ
、
そ
こ
で

菊
水
摸
様
が
出
來
上
っ
た
。
籾
て
夫
れ
が
次
の
室
町
へ
入

っ
て
か
ら
は
、
無
論
其
ま
、
の
も
あ
っ
た
が
、
ま
た
丁
方

菊
が
清
失
し
て
浪
許
り
に
な
っ
て
三
つ
た
場
合
が
あ
る

（
藤
ン
が
、
此
の
例
で
箋
當
を
其
全
長
に
洛
ひ
て
浪
線

が
一
本
蓮
う
瀬
上
向
き
又
は
下
向
き
に
嘔
劃
し
、
其
内
に

孕
行
曲
線
を
描
い
て
浪
を
現
は
し
て
み
る
、
だ
か
ら
全
屍

當
に
互
ひ
違
ひ
に
上
向
き
又
は
下
向
き
の
浪
が
か
い
て
あ

　
　
　
　
　
　
　
第
閃
凹
號
　
　
　
一
三
二
　
　
（
山
ハ
ニ
ニ
）

る
丈
け
で
、
勿
論
中
心
飾
は
な
い
、
此
の
浪
が
漸
く
拙
く

な
り
、
遽
に
現
代
の
淺
琵
琵
當
に
み
る
如
き
絡
書
的
の
波

絞
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
此
の
場
合
に
は
、
初
め

は
蓮
花
唐
草
ご
し
て
立
派
に
中
心
飾
の
あ
っ
た
の
が
、
後

に
は
波
紋
ご
な
っ
て
中
心
飾
を
失
っ
て
了
つ
た
の
で
、
當

初
に
夢
想
だ
も
し
な
か
っ
た
全
く
2
4
種
の
も
の
に
成
っ
た

の
で
あ
る
。
蓮
か
ら
浪
へ
の
墾
化
は
少
し
観
暴
か
も
知
れ

澱
が
、
か
う
考
へ
て
考
へ
ら
れ
慰
事
も
あ
る
ま
い
Q

　
又
同
時
に
同
「
の
文
機
が
、
若
干
の
間
隔
に
或
は
相
接

し
て
つ
い
て
み
る
た
め
、
中
心
飾
も
其
他
も
全
く
同
一
の

た
め
に
全
き
も
の
だ
ご
判
る
が
、
若
し
黙
れ
が
破
片
だ
ご

何
所
が
中
心
か
見
當
の
つ
き
か
ね
る
場
合
が
多
い
の
で
、

第
九
十
入
圖
⑲
・
㊨
・
㊨
・
⑳
．
・
㊧
・
⑤
等
は
此
れ
に
翻
す
る
。

此
れ
等
は
塗
壁
㊨
・
⑪
・
㊨
等
ご
は
富
然
別
扱
に
す
べ
き
で

あ
る
。

　
時
ご
し
て
は
大
袈
裟
な
中
心
飾
を
麗
か
す
に
、
た
“
僅

か
に
細
工
を
し
て
中
心
を
現
は
し
た
の
も
あ
る
。
例
へ
ば



密
接
せ
る
創
頭
紋
の
中
心
の
も
の
丈
け
少
し
く
巾
を
廣
く

し
て
其
中
心
に
縦
線
を
引
き
て
完
全
に
縦
に
こ
心
し
、
此

れ
を
以
て
中
3
5
を
現
は
し
た
る
が
如
き
（
大
和
藥
師
寺
鎌
愈
時
代
）
、
或

は
珠
紋
の
並
列
の
中
心
を
示
す
た
め
、
其
下
方
に
更
に
一

珠
繁
附
し
て
、
「
∵
」
形
ε
し
た
る
が
如
き
（
織
趨
羅

鱗創

喧ﾗ

?
）
、
何
れ
も
こ
の
例
で
あ
る
が
、
斯
様
な
の
は
手

に
取
っ
て
こ
そ
よ
く
見
え
る
け
れ
こ
も
、
屋
根
に
上
っ
て

み
て
は
中
々
剣
る
も
の
で
は
な
い
○
だ
か
ら
結
句
こ
ん
な

の
は
何
だ
か
た
い
物
好
き
に
中
心
を
現
は
し
て
み
る
機
な

氣
が
す
る
。
後
の
例
を
梵
字
蕉
ひ
き
つ
け
る
の
は
籐
り
考

へ
過
ぎ
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
琵
嘗
丈
様

　
花
琵
の
實
例
亦
無
数
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
も
ま
た
疏
琵

の
例
に
倣
ひ
、
忽
冬
・
瀧
・
賓
相
花
・
聯
珠
の
各
麿
草
文
様

に
就
き
数
例
を
畢
げ
て
説
明
を
煎
へ
、
最
後
に
鳶
頭
紋
の

標
て
凍
る
ご
こ
ろ
に
つ
い
て
憶
説
を
選
べ
て
お
く
こ
ご
に

し
た
。
初
め
の
四
つ
は
研
究
資
料
の
提
供
の
つ
も
り
だ
し

　
　
　
第
十
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
臼
本
古
建
築
研
究
の
栞

あ
ご
の
一
つ
は
籐
興
位
の
程
度
の
も
の
位
に
思
は
れ
度

い
。　

　
　
一
、
怨
多
事
草

　
第
百
○
一
圏
に
十
三
種
を
示
し
て
お
い
た
、
以
下
此
所

　
　
　
　
　
　
ノ

に
は
此
の
圖
版
の
各
圖
に
就
い
て
一
々
記
載
を
試
み
る
の

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
　
ゆ
　
ゆ
　
ゆ

　
◎
は
法
隆
寺
毘
土
の
飛
鳥
時
代
に
厩
す
ε
公
認
せ
ら
れ

て
る
る
有
名
な
瓦
で
、
便
化
さ
れ
た
扁
種
の
中
心
飾
か
ら

左
右
に
勤
橡
麺
利
な
唐
草
が
出
て
み
る
が
、
中
心
飾
は
眞

の
中
心
に
は
な
く
少
し
く
左
に
よ
り
、
從
て
左
右
の
唐
草

も
亦
相
等
し
く
な
い
、
の
み
な
ら
す
部
分
部
分
を
比
べ
て

み
る
ε
可
な
り
の
差
が
あ
る
が
、
暴
騰
ざ
し
て
は
よ
く
纒

ま
っ
て
み
る
。
此
の
種
の
は
敢
て
法
隆
寺
の
み
か
ら
で
な

く
、
法
輪
寺
・
熊
凝
寺
・
四
天
王
寺
等
か
ら
も
出
る
。
其
強

さ
ご
鋭
さ
と
に
於
い
て
は
當
代
戯
書
で
、
一
見
直
に
時
代

の
鑑
別
が
出
翔
る
程
特
殊
の
も
の
で
あ
る
。
但
し
同
じ
型

で
も
つ
ご
其
性
質
が
遵
い
の
は
奈
良
時
代
に
な
っ
て
も
ま

　
　
　
　
　
　
　
第
圓
一
擁
　
　
　
｝
コ
ご
二
　
（
山
ハ
丁
銀
）



　
　
　
第
十
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
厩
本
古
建
築
班
究
の
栞

だ
あ
る
。

　
　
　
ゆ
　
の
　
ゆ
　
　
　
ゆ
　
　

　
以
下
奈
良
時
代
前
期
の
例
を
三
つ
揚
げ
て
お
く
。

　
⑤
は
嘗
て
私
が
南
法
華
寺
（
俗
名
壼
阪
幸
）
へ
行
っ
た
時
、
同
寺

所
藏
の
も
の
か
ら
作
っ
て
お
い
た
招
本
か
ら
描
い
た
も
の

で
あ
る
。
だ
か
ら
形
は
甚
だ
拙
く
て
き
た
な
い
が
線
の
意

味
は
大
し
て
間
違
っ
て
は
み
三
つ
も
り
で
あ
る
。
前
代
に

◎
の
標
で
あ
っ
た
唐
草
は
奈
良
時
代
に
入
わ
て
も
、
樹
ほ

依
然
ご
し
て
其
式
で
あ
っ
て
、
た
“
形
が
少
し
軟
か
に
な

っ
た
の
こ
、
大
分
憂
化
し
て
！
こ
い
っ
て
も
原
が
夫
れ

か
ら
煮
た
こ
ご
は
明
・
臼
で
あ
る
が
f
⑤
・
＠
・
⑳
等
の
如

く
な
っ
た
の
も
あ
る
。
そ
こ
で
⑤
は
忍
冬
は
勿
論
忍
多
で

あ
る
が
、
奈
良
後
期
の
優
麗
な
唐
草
の
原
型
を
な
し
て
み

る
の
で
あ
る
。

　
＠
は
㊨
の
爾
ほ
少
し
く
軟
か
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

南
法
華
寺
の
、
場
合
に
あ
り
て
は
、
こ
つ
に
舜
れ
た
憲
髪

の
間
に
芽
又
は
蕾
の
如
く
で
あ
っ
だ
も
の
が
漸
く
退
化
し

て
－
併
し
文
様
か
ら
い
ふ
ご
逡
化
し
て
一
一
種
の
細

　
　
　
　
　
　
　
億
「
戴
燵
…
　
　
一
一
二
閃
門
　
（
山
ハ
ニ
四
）

い
「
薙
刀
酸
漿
」
の
楼
な
形
に
な
う
、
中
心
飾
ま
た
進
歩
の

跡
が
見
え
る
。
其
上
に
選
出
ゆ
し
唐
草
帯
ご
の
間
に
珠
紋
帯

が
繊
來
た
の
は
注
藏
に
値
す
る
○
此
の
珠
紋
帯
は
一
疎

琵
で
は
現
代
ま
で
あ
る
が
一
花
蔦
で
は
鎌
倉
迄
は
確
か

に
あ
る
、
要
れ
か
ら
後
は
一
寸
氣
が
つ
か
澱
が
、
或
は
室

町
に
は
殆
ん
ご
あ
る
ま
い
、
桃
山
に
な
っ
て
は
無
い
と
断

言
し
て
も
よ
か
ら
う
。

　
⑯
は
反
て
㊨
に
近
い
位
で
、
申
・
3
5
飾
も
窟
草
も
⑬
程
洗

練
さ
れ
て
る
ぬ
。
＠
が
怨
多
か
ら
來
た
事
を
承
認
せ
譲
人

で
も
、
こ
れ
な
ら
怨
冬
趨
原
説
を
肯
定
せ
部
わ
け
に
行
か

澱
で
あ
ら
う
。
唐
草
の
性
質
は
詣
り
う
ま
く
な
く
且
つ
素

朴
で
あ
る
。

　
周
線
内
側
の
珠
紋
は
上
下
か
ら
押
し
漬
し
た
機
で
、
其

形
は
算
盤
玉
に
似
て
み
る
。
馬
標
な
の
は
大
官
大
寺
・
興

鵬
寺
・
加
守
磨
寺
（
大
和
北
薦
城
郡
當
膵
村
大
字
加
守
、
慶
龍
峰
寺
か
未
詳
）
等
よ
b
出
土
の

も
の
何
れ
も
此
の
式
で
あ
る
。
暴
け
れ
ば
珠
紋
ご
言
へ
る

が
李
た
い
の
だ
か
ら
何
と
い
っ
た
ら
い
、
か
、
算
盤
玉
紋



で
は
語
呂
が
悪
い
か
ら
杏
仁
絞
で
は
ご
う
か
。
兎
に
角
か

か
る
杏
仁
の
標
に
な
っ
て
み
る
の
は
昼
鳶
の
一
特
徴
で
あ

る
ご
し
て
い
、
。

し
　
ゆ
　
み
　
の
　
の

　
奈
良
後
期
の
例
を
次
に
二
つ
○

　
⑬
は
東
大
寺
の
と
傳
ふ
。
夫
れ
で
よ
さ
さ
う
で
あ
る
。

東
大
寺
の
は
何
れ
も
こ
の
種
で
、
大
同
小
異
で
あ
・
る
ご
こ

ろ
は
甚
だ
要
領
を
得
て
み
る
、
ご
い
ふ
意
は
東
大
寺
式
天

李
琵
な
る
機
式
が
確
立
さ
れ
て
る
る
の
で
あ
る
。
籾
て
此

」
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｝

轡薄
曜 轟　勲

i 麟

・　昌　9一 ｝　壷
セ

蝿

含　蝶　　，

沸　愚

芸　轡

日》濁

瞬　藤

催　澱

脚　・
田・田

aE愚坐

’ 9－6嘘
薯豊1や

隔， ・　一 濤麟
廟闇闇

．＿　●圏　冒 技寺輯

一　9 曽　一 駕噛購

→督繍を

ｷ鵡泌
¢翻

舜藩士一　騨 ●　曽

一　一 弓隠
ぴ

oo．

聯弟メ；

zト麟

罫麟
、い紳

瓶ン争「ψ 晦キ羅 伸〔琶 瞬〉昏 ’於辮
ゆ幽　　　～

一　■

ｩ胆 鯵艶罫 §

沸 、暇 妊辞 斜｝瞬 瞬鍮 帝肇1 容｝蟻 翻瀞 海論i

第
十
倦
　
　
研
究
の
栞
　
　
H
・
木
古
建
築
研
究
の
栞

飽
躍
四
號
　
　
　
一
コ
幽
趣
　
（
山
嶺
ニ
五
）



　
　
　
第
十
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
霞
本
宵
建
築
研
究
の
栗

の
琵
に
於
い
て
は
、
中
心
飾
は
嬉
々
夢
違
し
て
完
好
の
域

に
達
し
、
其
の
多
方
か
ら
行
草
も
随
分
に
い
、
形
に
な
ρ

て
る
る
。
中
心
飾
の
直
ぐ
右
軸
は
左
に
唐
草
の
先
が
三
つ

循
環
の
順
序
に
配
麗
さ
れ
て
る
る
の
を
見
る
で
あ
ら
う
、

こ
れ
が
完
全
の
圓
を
な
す
如
く
並
べ
ら
れ
る
ε
、
季
安
鎌

倉
時
代
の
餓
鬼
琵
が
出
來
上
る
の
で
あ
る
。
前
號
に
三
紋

の
起
原
に
就
い
て
想
像
を
記
し
た
ご
き
、
其
の
登
逡
は
ま

た
別
に
考
へ
ら
れ
る
善
い
た
（
第
二
一
頁
下
段
第
十
五
行
よ
り
第
十
七
行
）
の
は

発
ち
こ
れ
の
つ
も
り
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
、
け
れ
ざ
も
矢

一張

?
旋
模
楼
…
か
ら
ざ
考
へ
た
乱
万
が
よ
さ
さ
・
フ
で
あ
る
。

　
㊦
は
中
心
飾
も
唐
草
も
何
れ
も
＠
よ
り
す
つ
ご
簡
軍
で

あ
る
が
、
優
美
の
う
ち
に
中
に
つ
よ
い
所
が
あ
り
、
充
こ

し
て
は
寧
ろ
⑬
よ
り
よ
ろ
し
い
、
恐
ら
く
唐
招
提
寺
金
堂

創
立
當
隣
の
も
の
で
あ
ら
う
。
唐
草
ご
し
て
は
此
れ
等
こ

つ
が
先
づ
頂
上
で
あ
る
、
立
ち
此
の
期
に
於
て
他
の
例
ご

同
じ
標
に
室
前
絶
後
の
登
達
を
し
て
、
次
か
ら
峠
を
下
り

初
め
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
第
蹴
醗
　
　
　
嚇
三
山
ハ
　
（
山
ハ
ニ
六
）

　
　
　
　
　
ゆ
　
さ
　
の
　
ゆ
　
の

　
次
は
雫
安
時
代
前
期

　
⑨
一
の
中
心
碑
榊
は
古
い
舗
に
つ
ま
ら
な
い
が
、
其
の
上
下

珠
紋
帯
の
聞
に
左
文
字
で
「
左
」
「
兵
」
ご
あ
る
か
ら
、
こ
れ

は
左
兵
衛
の
建
物
の
屋
根
に
乗
っ
て
み
た
も
の
だ
ら
う
。

古
い
ご
こ
ろ
で
は
＠
に
も
似
て
み
る
し
、
勿
論
⑬
・
㊦
等

に
も
交
渉
は
あ
る
が
、
こ
れ
等
に
比
べ
る
ざ
唐
草
は
大
分

に
周
く
な
っ
て
み
る
。

　
㊨
の
中
心
鱗
な
る
西
翠
葉
紋
は
第
百
圖
⑳
の
紳
間
で
、

第
九
十
入
事
⑬
第
九
十
九
圖
＠
の
如
く
見
ゆ
る
が
、
夫
れ

等
に
比
較
す
る
ご
軟
か
で
、
殊
に
新
鶴
方
に
つ
い
て
み
る

唐
草
は
充
分
に
優
美
の
性
質
を
帯
び
て
み
る
。

　
⑪
は
盛
合
に
確
か
り
こ
し
て
み
る
。
此
れ
ご
同
じ
楼
な

の
が
河
内
の
國
府
の
附
近
に
あ
る
東
條
か
ら
も
出
土
し
て

み
る
。
假
に
㊨
を
⑱
の
直
系
ご
す
れ
ば
、
こ
れ
は
㊦
か
ら

來
た
こ
思
っ
て
差
支
な
か
ら
う
。

　
　
　
の
　
　
　
ゆ

　
次
に
同
後
期
の
例
を
一
つ
。

　
㊥
は
つ
ま
ら
ぬ
琵
で
あ
る
。
花
琵
も
ま
た
短
軸
後
期
以



下
は
威
服
出
馬
ぬ
、
こ
の
襟
な
の
は
奈
良
万
岳
の
確
落
し

だ
も
の
で
あ
る
事
は
ち
き
に
頷
か
る
、
で
あ
ら
う
。
後
の

時
代
に
は
も
つ
ご
ひ
ざ
い
の
が
出
て
來
る
が
、
此
れ
は
當

期
に
於
け
る
無
能
貧
溺
谷
の
見
本
に
な
る
○

　
　
　
お
　
　
ゆ
　
　
お
　
　
ゆ

　
次
は
鎌
倉
時
代
の
例

　
㊨
の
中
心
飾
は
第
百
圖
の
⑬
を
拙
く
し
た
も
の
、
同
じ

時
代
で
は
あ
る
が
、
二
つ
比
べ
る
ご
此
の
方
が
ざ
う
し
て

も
下
で
あ
る
。
其
上
左
右
に
出
π
唐
草
は
す
つ
か
リ
カ
が

ぬ
け
且
つ
出
所
も
ま
つ
く
な
っ
て
了
つ
た
。
併
し
當
代
の

は
総
て
が
か
う
で
は
な
い
の
で
、
中
に
は
頗
る
上
等
の
も

あ
る
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
諏
。

　
　
　
　
け
　
ゆ

　
室
町
時
代

　
㊧
は
三
つ
上
の
血
管
王
寺
駕
の
中
3
5
飾
の
外
側
を
形
作

っ
て
み
る
爾
…
方
の
上
を
向
い
て
み
る
葉
が
こ
れ
て
、
中
心

に
あ
る
三
小
葉
が
獲
達
し
π
提
な
中
心
飾
を
も
つ
て
み
る

が
、
こ
れ
は
さ
う
考
へ
す
に
馬
連
花
紋
か
ら
來
元
ご
見
る
べ

き
で
あ
る
。
だ
か
ら
ほ
ん
ご
は
次
の
瀧
華
麿
草
に
就
い
て

　
　
　
第
十
総
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞

記
す
時
に
譲
る
べ
き
で
あ
ら
う
が
、
　
H
寸
手
元
に
適
當
な

例
が
見
當
ら
な
か
っ
た
の
で
此
れ
に
し
た
の
で
あ
る
Q

　
其
の
中
心
飾
の
左
右
に
出
て
み
る
の
は
、
灌
花
唐
草
を

集
め
た
第
百
〇
密
話
に
澤
山
あ
る
か
ら
、
こ
の
黙
か
ら
い

っ
て
も
瀧
の
仲
間
に
入
れ
べ
き
か
も
知
れ
濾
が
、
其
實
こ

ん
な
の
は
ざ
ち
ら
に
し
て
も
差
支
な
い
の
で
あ
る
。
此
の

こ
ご
に
癒
し
て
は
爾
後
に
一
言
す
る
か
ら
、
こ
、
で
は
略

し
て
お
く
。
そ
こ
で
面
こ
の
唐
草
を
⑪
・
⑧
等
の
簡
軍
に

さ
れ
た
も
の
こ
考
へ
る
の
は
決
し
て
無
理
で
は
な
い
、
さ

う
す
る
ε
、
爾
端
の
一
つ
づ
＼
の
か
反
照
に
な
っ
て
中
央
に

向
っ
て
つ
い
て
み
る
の
は
、
琵
文
墨
の
意
匠
が
最
早
圖
案

家
の
手
を
離
れ
て
職
人
の
方
へ
移
っ
て
し
ま
っ
た
事
を
物

語
る
も
の
で
、
唐
草
の
意
味
も
何
も
鋼
ら
澱
も
の
が
意
匠

し
た
の
が
明
瞭
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
支
配
の
は
中

央
か
ら
岡
方
向
帥
ち
外
方
に
向
ふ
の
が
爵
然
で
あ
る
、
然

る
に
さ
う
せ
す
し
て
内
方
を
向
け
た
か
ら
、
全
く
溺
種
の

も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
第
四
鞭
顕
　
　
　
一
一
二
冶
嚇
　
（
山
脚
ニ
七
）



　
　
　
第
十
巷
　
　
．
研
劣
の
栗
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞

　
尤
も
葺
き
上
げ
て
了
へ
ば
疏
埋
で
覆
は
れ
る
の
で
隠
れ

る
か
ら
、
拙
く
て
も
悲
槻
す
る
に
は
當
ら
滋
だ
ら
う
が
、

か
う
や
っ
て
近
く
て
た
や
み
る
ご
一
層
な
い
方
が
こ
の
位

い
、
か
わ
か
ら
漁
Q

　
ゆ
　
ゆ
　
ゆ
　
の

　
桃
山
時
代

　
㊨
は
中
心
飾
を
⑧
・
⑥
等
の
簡
輩
な
も
の
ご
見
る
が
よ

か
ら
う
。
郎
ち
此
れ
等
を
簡
軍
に
し
て
琵
當
一
面
に
つ
け

る
こ
こ
れ
に
な
る
○
㊧
の
様
な
ま
つ
い
も
の
を
つ
け
る
よ

り
此
の
方
が
こ
の
位
い
、
か
判
ら
漁
。

　
序
な
が
ら
琵
の
下
縁
が
こ
ん
な
風
に
膨
ら
ん
で
來
る
の

は
桃
山
以
降
で
あ
る
。
第
九
十
入
圖
の
絡
り
の
二
つ
な
る

⑤
・
㊨
の
如
く
．
其
下
緑
が
外
罷
線
の
襟
に
な
る
の
も
亦

此
の
時
代
か
ら
の
様
で
あ
る
。

　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
8
p

　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
⑭
・
⑤
・
⑩
等
は
先
つ
い
、
が
、
他
の
を
怨
多
唐
草
の
中

に
入
れ
る
の
は
不
都
合
で
あ
る
Q
こ
い
ふ
異
見
が
出
る
か

も
知
れ
ぬ
が
、
か
う
や
っ
て
並
べ
て
み
る
ご
次
第
次
第
に

　
　
　
　
　
　
　
第
鰻
號
　
　
一
三
八
　
（
六
二
入
）

少
し
づ
、
墾
っ
て
い
っ
た
こ
見
ら
れ
る
だ
ら
う
。
事
實
は

さ
う
で
な
か
っ
た
か
も
知
れ
躍
が
、
さ
う
と
考
へ
て
も
大

し
て
不
都
営
で
は
な
い
襟
で
あ
る
。
だ
か
ら
夫
れ
許
り
軍

濁
に
見
て
は
劃
底
さ
う
ご
思
へ
澱
㊨
の
如
き
も
の
ま
で
此

の
内
に
入
れ
て
お
い
た
の
で
あ
る
。

喝


